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 ○議員研修会・・・・・・・・・・７Ｐ 

 ○会議出席状況・・・・・・・・・９Ｐ 
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平成３０年度鹿部小学校人権の花運動 （７月６日） 

鹿部小学校の６年生が人権擁護委員指導の下、花を植え

育てる体験を通して、命の大切さや相手に対する思いや

りの心、「人権」について学習しました。 



                                  

                                  

    

◆
鹿
部
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て 

 

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

制
定
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

◆
鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

 

地
方
税
法
及
び
航
空
燃
料
譲 

与
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年 

４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
の 

業
の
責
任
主
体
が
市
町
村
か
ら 

北
海
道
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
に 

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正 

す
る
も
の
で
す
。 

 
◆
鹿
部
町
保
育
事
業
実
施
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て 

 

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の

保
育
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。 

      

◆
鹿
部
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。 

 

◆
鹿
部
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 

 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
省
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

事
業
に
従
事
す
る
者
の
要
件
が

拡
大
し
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。 

    

◆
平
成
30
年
度
鹿
部
町
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
７

８
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
27
億
９
２
７
８
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。 

 
内
容
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳

児
ま
で
の
保
育
事
業
実
施
に
係

る
子
育
て
支
援
員
賃
金
や
備
品

購
入
等
に
係
る
費
用
１
０
８
万

２
千
円
の
追
加
が
主
な
も
の
で

す
。 

 

◆
平
成
30
年
度
鹿
部
町
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
８
万

６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
７
億
８
６
２
９
万
６
千
円
と

し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
高
額
療
養
費
制
度

の
７０
歳
以
上
の
現
役
並
み
所

得
者
の
所
得
区
分
が
、
細
分
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
シ
ス
テ

ム
改
修
に
係
る
費
用
の
追
加
が

主
な
も
の
で
す
。 

 

健
福
祉
総
合
計
画
作
成
に
係
る

委
託
業
務
の
追
加
で 

 

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

対
応
年
数
の
経
過
に
伴
う
職

員
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
４５
台

の
更
新
で
す
。 

【
財
産
の
名
称
】 

 

事
務
用
パ
ソ
コ
ン
機
器 

【
取
得
金
額
】 

 

９
５
４
万
９
９
０
０
円 

【
取
得
の
相
手
方
】 

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合 

 

平成３０年第２回定例会は、６月８日に招集され会期を４日間と決め町長の行政報

告が述べられ、その後２名の議員が一般質問を行いました。また、条例５件、補正予

算２件、その他議案１件の審議を行い、全て原案のとおり可決され、会期を３日残し

て閉会しました。なお、審議された議案の主な内容は、下記のとおりです。 

条 
 
 

例 

補 

正 

予 

算 

平成３０年度一般会計補正予算 

 ○ 0 歳児～2 歳児町独自の保育事業実施に係る費用１０８万２，０００円の追加 

 ○ホタテ養殖施設の強靭化事業に対する補助金５３０万円の追加 

主な内容 

そ 

の 

他 

（２） 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        
 

少
子
化
が
進
み
、
年
少
入
園

児
が
１８
名
と
少
な
く
な
り
、
教

育
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

現
在
ま
で
も
、
鹿
部
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
、
し
か
べ
寺
子
屋
、
教

材
の
全
額
公
費
負
担
等
地
域
を

上
げ
て
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 

子
供
達
は
も
っ
と
も
っ
と
輝

く
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
り
、

学
力
、
体
力
、
豊
か
な
心
、
い

ず
れ
も
管
内
一
に
な
れ
ば
人
口

増
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
９
年
間
、
系

統
的
に
編
成
が
で
き
る
小
中
学

校
の
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
。
教
育
の
効
率

化
、
先
生
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。 

併
せ
て
北
海
道
で
の
実
施
状 

況
、
全
国
的
な
流
れ
に
つ
い
て 

も
伺
い
ま
す
。 

  

                 

小
中
一
貫
教
育
に
は
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
教
育
課

程
を
一
体
化
し
、
義
務
教
育
の

一
貫
を
図
っ
た
「
義
務
教
育
学

校
」
と
小
学
校
と
中
学
校
の
教

育
課
程
を
調
整
し
、
一
貫
性
を

持
た
せ
た
「
小
中
一
貫
校
」
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。 

道
内
の
実
施
状
況
及
び
全
国

的
な
流
れ
に
つ
い
て
、
道
内
で

は
「
義
務
教
育
学
校
」
が
５
町

村
、
５
校
。「
小
中
一
貫
校
」
は

１３
市
町
村
、
２４
中
学
校
区
で

小
中
合
わ
せ
て
５９
校
で
す
。 

 

次
に
、
全
国
的
な
流
れ
で
す

が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
、

改
正
「
学
校
教
育
法
」
が
施
行

さ
れ
る
な
ど
、
小
中
一
貫
教
育

を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
導
入
で

き
る
環
境
を
整
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
２８
年
２
月
に
行
っ

た
導
入
意
向
調
査
の
結
果
で
は
、

今
後
の
設
置
予
定
件
数
が
増
え

て
お
り
、
導
入
に
対
し
検
討
ま

た
は
関
心
を
示
し
て
い
る
市
町

村
が
多
く
、
小
中
一
貫
教
育
に

取
り
組
も
う
と
す
る
機
運
が
全

国
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

当
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

幼
稚
園
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
、

さ
ら
に
は
中
学
校
教
育
へ
の
円

滑
な
接
続
を
目
指
し
、
情
報
交

換
、
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
密

に
連
携
を
図
っ
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
２９
年
度
か
ら
平

成
３１
年
度
ま
で
を
実
施
期
間

と
し
た
「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
力

向
上
推
進
事
業 

授
業
改
善
等

支
援
事
業
」
に
お
い
て
、
渡
島

管
内
で
唯
一
、
学
力
の
向
上
に

向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

児
童
生
徒
や
地
域
に
ど
の
程
度

適
合
す
る
も
の
な
の
か
、
加
え

て
教
育
内
容
も
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
推

進
し
て
お
り
ま
す
連
携
の
成
果

を
十
分
に
吟
味
し
た
上
で
判
断

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

     

渡
島
管
内
で
学
力
の
向
上
に

向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
地

域
と
し
て
唯
一
指
定
さ
れ
た
理

由
を
教
え
て
下
さ
い
。 

ま
た
、
２９
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
お
答
え
で
し

た
が
、
具
体
的
な
事
例
が
あ
れ

ば
、そ
れ
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

      

指
定
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
渡
島
教
育
局
の
方
か
ら
学

力
向
上
推
進
事
業
、
授
業
改
善

等
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
と
い

う
事
を
受
け
、
鹿
部
町
の
小
中

学
校
で
手
を
挙
げ
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
去
年
は
、
大
学
の
先

生
を
講
師
に
派
遣
し
て
も
ら
い
、

先
生
方
を
対
象
と
し
た
研
修
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

  

   

鹿
部
町
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
学
校
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
学
び
の
連
続
性
を
構
築

す
る
最
適
な
環
境
に
あ
り
な
が

ら
必
ず
し
も
生
か
し
切
っ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

全
道
と
比
較
す
る
と
平
均
値
を

下
回
る
項
目
が
多
い
状
況
で
す
。

学
力
向
上
の
た
め
に
放
課
後
教

育
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
力

を
活
用
す
る
な
ど
新
た
な
取
り

組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

町
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。 

     

放
課
後
や
夏
休
み
に
つ
い
て

は
、
補
助
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト

を
小
中
学
校
と
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
夏
休
み
、
冬
休
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
方
々

に
協
力
を
頂
き
、
学
校
内
で
の

少
人
数
学
習
及
び
個
別
学
習
指

導
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
漢
字
ス
キ
ル
、
計
算

髙橋茂夫 議員 

■
答
弁
の
要
約 

児
童
生
徒
や
地
域
に
ど
の

よ
う
に
適
合
す
る
も
の
な
の

か
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
成
果
を
十
分
に
吟
味
し

た
上
で
判
断
し
て
参
り
た
い
。 

 

（
答
弁
者
） 

 

盛 

田 

昌 
彦 

町
長 

■
再
質
問
の
要
約 

（
質
問
者
） 

 

髙 

橋 

茂 

夫 

議
員 

～
一 

 

般 
 

質 
 

問
～ 

 

■
再
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

川 

村 

利 

美 

教
育
長 

 

鹿
部
小
中
学
校
一
貫
教

育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

■
再
々
質
問
の
要
約 

（
質
問
者
） 

 

髙 

橋 

茂 

夫 

議
員 

■
再
々
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

川 

村 

利 

美 

教
育
長 

 

（３） 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
キ
ル
を
全
学
年
で
活
用
し
、

基
礎
基
本
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
全
学
年
で
標
準
学
力
検
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
分
析

し
、
今
後
の
指
導
に
活
用
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

    

 

ご
指
摘
さ
れ
た
内
容
に
コ
ン

パ
ク
ト
な
良
さ
だ
と
か
、
学
力 

の
数
値
の
ラ
ン
ク
の
低
さ
に
つ

い
て
、
今
ま
で
も
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
今
後
な
お
一
層

他
の
町
か
ら
見
て
も
取
り
組
ん

で
い
る
な
と
分
か
る
く
ら
い
明

確
な
目
標
を
作
っ
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

            

        

町
で
は
、
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
向
上
と
健
康
促
進
等
を
目

的
に
各
施
設
を
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
各
施
設
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
使
用
料
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
図
っ
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

方
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

                 

              

   

 

町
内
に
お
け
る
住
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
健
康
促
進
等
を
目
的

に
整
備
し
た
施
設
は
１３
施
設
、

観
光
施
設
で
３
施
設
、
合
計
で

１６
施
設
ご
ざ
い
ま
す
。 

内
訳
は
、
本
別
中
央
会
館
な
ど 

の
地
域
会
館
が
７
施
設
、
総
合

体
育
館
な
ど
の
教
育
関
係
施
設

が
５
施
設
、
間
歇
泉
公
園
な
ど

の
観
光
施
設
が
３
施
設
、
そ
し

て
、
い
こ
い
の
湯
の
全
部
で
１６

施
設
と
な
り
ま
す
。 

利
用
状
況
で
す
が
、
平
成
２９

年
度
の
利
用
件
数
等
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
、
地
域
会
館
の
利
用
件

数
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
大

岩
地
域
会
館
、
３０
件
。
鹿
部
会

館
、
４８
件
。
宮
浜
生
活
館
、
１

２
２
件
。
宮
浜
児
童
館
、
３７
件
。

本
別
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
１

件
。本
別
中
央
会
館
２
３
５
件
。

出
来
澗
会
館
、
１０
件
。 

 

次
に
、
教
育
関
係
施
設
で
す

が
、
利
用
人
数
で
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。中
央
公
民
館
、２
４
，

０
２
１
人
。
総
合
体
育
館
、
４

２
，
８
４
８
人
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ー
ル
、
５
，
６
２
９
人
。

山
村
グ
ラ
ン
ド
、
１
７
，
０
２

４
人
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
１

４
，
４
３
４
人
。 

次
に
、
観
光
施
設
で
す
。
利

用
人
数
で
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

鹿
部
間
歇
泉
公
園
、
６
３
，
５

７
４
人
。
鹿
部
公
園
、
１
４
，

７
８
０
人
。
ひ
ょ
う
た
ん
沼
公

園
、
４
，
０
７
０
人
。 

最
後
に
い
こ
い
の
湯
で
す
が
、

年
間
２
４
，
８
６
４
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
使
用
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
で
す
が
、
地
域
会
館
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
料

金
見
直
し
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

一
方
、
教
育
関
連
施
設
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
す
で
に

着
手
し
て
ご
ざ
い
ま
す
、
土
地

利
用
基
本
計
画
の
中
で
、
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
、
施
設
の
在
り
方
や
運

営
方
法
な
ど
全
体
的
な
議
論
が

な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

     

ま
ず
町
有
財
産
で
あ
る
住
宅

と
シ
シ
ペ
会
館
の
使
用
に
つ
い

て
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

公
共
施
設
等
総
合
計
画
の
作

成
に
つ
い
て
、
総
務
省
か
ら
通

達
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
作
成

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
固
定
資

産
台
帳
作
成
も
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、作
成
し
て
い
る
か
。 

過
去
に
建
設
さ
れ
た
公
共
事

業
の
大
量
の
改
修
時
期
が
来
て

い
ま
す
。
人
口
減
に
よ
っ
て
公

共
施
設
を
維
持
す
る
こ
と
が
大

変
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。 

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り

社
会
保
障
を
始
め
と
し
た
一
般

財
政
経
費
が
増
加
と
な
り
、
投

資
的
経
費
に
あ
て
る
一
般
財
源

が
限
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
れ
を
ど
の
様
に
克
服

し
て
い
き
ま
す
か
。 

 

鹿
部
町
で
は
公
共
施
設
改
修

～
一 

 

般 
 

質 
 

問
～ 

 

佐藤頼幸 議員 

町
有
施
設
の
利
用

状
況
と
使
用
料
に

つ
い
て 

 

 
 
 

 ■
答
弁
の
要
約 

使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
教
育
関
連

施
設
は
土
地
利
用
基
本
計
画

の
中
で
議
論
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。 

 

（
答
弁
者
） 

 

盛 

田 

昌 

彦 

町
長 

■
再
質
問
の
要
約 

（
質
問
者
） 

 

佐 

藤 

頼 

幸 

議
員 

■
再
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

盛 

田 

昌 

彦 
町
長 

 

（４） 

大岩地域会館 



等
の
策
定
年
度
、
策
定
体
制
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
の
で
す
が
、
町
長
は
ど

の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

管
理
経
費
を
節
約
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
燃

料
費
や
火
災
保
険
、
管
理
人
な

ど
色
々
経
費
が
掛
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
各
施
設
に
ど
れ
く
ら

い
掛
か
っ
て
い
ま
す
か
。
経
費

の
中
に
起
債
償
還
（
町
の
借
入

金
）
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

公
共
施
設
の
年
間
償
還
額
を
伺

い
ま
す
。 

施
設
の
こ
こ
数
年
の
利
用
状

況
を
教
え
て
下
さ
い
。
更
に
ど

の
様
な
利
用
を
し
て
い
る
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。
日
常
的
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
所
に
も
管
理

人
を
使
っ
て
い
る
か
使
っ
て
い

な
い
か
も
伺
い
た
い
。 

高
齢
化
に
つ
い
て
、
平
成
３０

年
以
降
の
高
齢
者
の
人
数
を
伺

い
た
い
。
ま
た
、
ど
の
様
に
対

処
し
て
い
く
の
か
考
え
を
伺
い

た
い
。 

本
別
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と

シ
シ
ペ
会
館
の
利
用
が
あ
ま
り

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
平
成
３０

年
頃
に
な
っ
た
ら
取
り
壊
し
が

可
能
と
な
る
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

各
施
設
の
管
理
や
、
小
中
学

校
、
幼
稚
園
の
管
理
費
が
か
な

り
掛
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
維
持
費
を
少
な
く
す
る
方

法
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

い
こ
い
の
湯
の
無
料
日
に
つ

い
て
で
す
が
、
毎
月
、
第
１
と

第
３
水
曜
日
に
や
っ
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
入
浴
料
に
つ
い
て

も
、
安
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。 

 

鹿
部
公
園
、
ひ
ょ
う
た
ん
沼

公
園
こ
れ
は
ど
の
様
に
人
数
を

計
算
し
て
い
ま
す
か
。 

 
 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
有
料
利

用
者
が
７
，
１
６
０
人
と
あ
る

が
、
利
用
者
全
員
が
回
数
券
な

ど
を
購
入
し
、
利
用
し
て
い
る

の
で
は
な
い
の
か
。 

山
村
グ
ラ
ン
ド
の
有
料
利
用

者
に
つ
い
て
で
す
が
、
鹿
部
町

の
人
も
有
料
で
利
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。 

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル
に

つ
い
て
、
子
供
は
無
料
で
い
い

が
、
鹿
部
の
町
民
の
大
人
も
無

料
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
話

だ
が
そ
れ
は
本
当
か
嘘
か
。 

総
合
体
育
館
の
利
用
す
る
人

の
多
く
は
鹿
部
の
町
民
だ
と
思

う
が
、
ど
こ
の
地
域
の
利
用
が

多
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

利
用
し
た
ら
利
用
料
を
１
回
１

０
０
円
で
も
取
っ
た
方
が
い
い

と
思
う
。
利
用
し
た
ら
あ
る
程

度
、
お
金
を
取
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
と
思
う
。
町
長
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。 

   
 

   

佐
藤
議
員
の
方
か
ら
数
も
正

確
に
把
握
出
来
な
い
ほ
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
分
か
る

範
囲
で
、
私
の
方
か
ら
答
弁
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
公
営

住
宅
で
す
が
、
現
在
２
３
９
戸

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
掛
か
る

家
賃
で
す
け
ど
も
調
定
額
は
４

７
，
５
７
６
，
８
０
０
円
に
な

り
ま
す
。
駐
車
場
が
有
料
と
な

っ
て
い
る
部
分
が
１
０
３
台
分

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
調
定
額
が
５
９
６
，
４
０

０
円
に
な
り
ま
す
。 

次
に
シ
シ
ペ
会
館
に
つ
い
て

で
す
が
、
一
般
の
利
用
と
い
う

も
の
は
町
の
方
で
止
め
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
倉
庫
と
し
て
使

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
公
共
施
設
等
総
合
計

画
に
つ
い
て
で
す
が
、
既
に
こ

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
の
方

で
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
付
随
す
る
施
設
の
固
定
資
産

台
帳
同
時
に
作
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中

で
、
一
般
財
源
を
ど
の
様
な
改

修
に
向
け
て
い
く
の
か
と
い
う

趣
旨
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど

も
、
こ
の
公
共
施
設
等
整
備
計

画
は
、
古
く
な
っ
た
公
共
施
設

を
ど
の
様
に
改
修
し
維
持
、
あ

る
い
は
廃
止
し
て
い
く
か
、
そ

う
い
う
部
分
を
決
め
る
町
と
し

て
決
定
し
て
い
く
計
画
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
例
え
ば
地
域
会
館

の
在
り
方
、
古
く
な
っ
て
い
っ

た
場
合
に
多
額
の
改
修
費
を
掛

け
て
そ
れ
を
残
し
て
行
く
の
か
、

あ
る
い
は
地
域
会
館
を
減
ら
し
、

こ
の
会
館
一
つ
で
賄
っ
て
頂
き

ま
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
部
分
を

議
論
す
る
た
め
の
計
画
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
部
町
の
高

齢
化
率
は
、
３７
．
２
％
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
人
口
も
減
少
し

て
い
く
中
施
設
の
在
り
方
、
一

般
財
源
の
振
り
分
け
方
、
改
修

を
ど
の
様
に
し
て
い
く
の
か
、

我
々
が
今
後
詰
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
認
識

し
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

数
年
の
公
共
施
設
の
利
用
状

況
で
す
け
れ
ど
も
、
各
会
館
に

お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

町
内
会
活
動
や
ピ
ア
ノ
教
室
な

ど
が
多
く
、
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
ど
の
地
区
の
利
用
者
が
一

番
多
い
だ
と
か
そ
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
把
握
し
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
本
別
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
と
シ
シ
ペ
会
館
の
取
壊
し
で

ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
国
か
ら

の
補
助
を
も
ら
い
建
て
て
い
る

地
域
会
館
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

補
助
の
制
約
が
取
れ
な
い
限
り
、

取
壊
し
は
出
来
な
い
と
い
う
形

に
な
り
ま
す
。
本
別
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
活
動
の
場
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
休
憩
場
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
シ
シ
ペ

会
館
に
つ
き
ま
し
て
も
倉
庫
的

な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
限
り

は
、
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
き
た

い
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

鹿
部
公
園
、
ひ
ょ
う
た
ん
沼

公
園
の
利
用
者
数
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
と
い
う
事

で
す
け
ど
も
、
委
託
契
約
を
し

て
い
る
管
理
人
の
方
に
入
場
者

数
を
、
計
測
し
て
頂
き
、
こ
の

人
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
有

料
利
用
者
に
つ
い
て
で
す
が
町

外
の
方
が
７
，
１
６
０
人
と
な

り
ま
す
。 

い
こ
い
の
湯
の
無
料
こ
れ
は

毎
月
第
１
と
第
３
水
曜
日
無
料

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
敬
老
の

日
の
前
後
３
日
間
こ
れ
も
無
料

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

 

■
再
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

大 

村 

師 

正 

副
町
長 

 

～
一 

 

般 
 

質 
 

問
～ 

 

（５） 



 

    

各
会
館
の
収
支
の
状
況
を
ご

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
成
２９
年
度
の
分
で
ご
ざ

い
ま
す
。
会
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
出
合
計
が
１
０
，
４
２

０
，
７
２
０
円
で
す
。
そ
れ
に 

対
す
る
使
用
料
は
２
５
６
，
４

９
０
円
で
す
。
次
に
体
育
施
設

の
関
係
で
す
が
、
掛
か
っ
て
い

る
経
費
が
５
８
，
９
９
９
，
２

８
９
円
そ
れ
に
対
し
て
使
用
料

が
３,

５
７
０
，
５
１
０
円
、
収

支
が
△
の
５
５
，
４
２
８
，
７

７
９
円
と
な
り
ま
す
。 

      

平
成
２９
年
度
の
地
方
債
の

残
高
は
２
，４
１
５
，
０
０
０
，

０
０
０
円
程
の
残
高
と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
の
償
還
金

は
１
年
間
に
７
０
，
０
０
０
，

０
０
０
円
程
の
償
還
を
し
て
ご

ざ
い
ま
す
。 

  

      

各
会
館
の
管
理
維
持
費
に
つ

い
て
、
５
５
，
０
０
０
，
０
０

０
円
ほ
ど
赤
字
に
な
っ
て
い
る

と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
中
に

燃
料
費
や
火
災
保
険
等
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。 

公
共
施
設
等
管
理
計
画
や
固

定
資
産
台
帳
を
作
成
し
て
い
れ

ば
、
町
長
の
言
っ
て
い
る
土
地

利
用
計
画
を
わ
ざ
わ
ざ
作
ら
な

く
て
も
い
い
と
思
う
が
町
長
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

現
在
津
波
エ
リ
ア
内
に
役
場
や

消
防
署
が
あ
る
が
、
高
い
と
こ

ろ
へ
移
転
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。 

            

      

各
地
域
会
館
の
経
費
等
に
つ

い
て
、
管
理
料
、
地
域
会
館
に

お
い
て
は
各
町
内
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
へ
お
願
い
し
て
い
る
部
分
、

光
熱
水
費
、
火
災
保
険
、
消
防

用
の
非
常
ベ
ル
な
ど
の
点
検
料
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育

館
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
は
、
管
理
を
専
門
と
し
て
い

る
会
社
の
方
に
委
託
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
委
託
料
と
し
て
管

理
料
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

鹿
部
町
役
場
、
消
防
庁
舎
の

移
転
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

役
場
や
消
防
庁
舎
は
、
早
急
に

そ
れ
ら
を
解
消
す
る
よ
う
に
と
、

国
か
ら
指
示
で
流
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。
防
災
拠
点
と
し
て
の

施
設
、
実
際
災
害
が
起
き
た
時

に
拠
点
と
な
る
建
物
で
あ
る
た

め
、
一
般
の
民
家
と
違
う
よ
り

厳
し
い
耐
震
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
役
場
を
建
て
替
え

る
、
移
転
す
る
、
耐
震
化
の
た

め
の
手
を
施
す
と
い
う
選
択
肢

が
あ
る
が
、
北
海
道
が
示
し
て

い
る
津
波
の
浸
水
エ
リ
ア
の
中

に
収
ま
る
と
い
う
解
釈
か
ら
こ

の
ま
ま
の
位
置
に
建
て
直
す
と

い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
施
設
に
お
金
を
掛

け
て
耐
震
化
を
施
す
こ
と
と
な

れ
ば
建
替
え
る
だ
け
に
匹
敵
す

る
経
費
が
掛
か
る
と
試
算
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

役
場
庁
舎
、
消
防
庁
舎
は
違
う

所
に
移
転
し
て
建
て
直
す
考
え

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
在
明

確
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
な
段

階
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
計
画
が
き
ち
ん
と
し
た
際
に

は
、
住
民
に
も
説
明
し
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら

を
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

             

      
 

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

浸
水
エ
リ
ア
だ
と
か
耐
震
の
基

準
が
満
た
さ
れ
て
な
い
と
い
う

時
に
、
こ
の
役
場
を
ど
こ
に
移

転
す
る
の
か
と
い
う
も
の
も
計

画
の
中
で
お
示
し
し
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
決
め
て
行
き
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
土

地
利
用
基
本
計
画
に
着
手
し
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
き
ち

ん
と
議
論
し
た
上
で
そ
こ
に
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

             

■
再
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 
大 
村 

師 

正 

副
町
長 

 

■
再
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

工 

藤 

裕 

之 

総
務
・
防
災
課
長  

■
再
々
質
問
の
要
約 

（
質
問
者
） 

 

佐 

藤 

頼 

幸 

議
員 

■
再
々
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

大 

村 

師 

正 

副
町
長 

 

■
再
々
答
弁
の
要
約 

（
答
弁
者
） 

 

盛 

田 

昌 

彦 

町
長 

 

～
一 

 

般 
 

質 
 

問
～ 

 

（６） 



     

平
成
３０
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

４
月
２４
日
招
集
さ
れ
、
次
の
案

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

    

◆
平
成
29
年
度
鹿
部
町
一
般

会
計
補
正
予
算
専
決
処
分
報

告
の
承
認
に
つ
い
て 

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
30
年
３
月
30
日
付
け
で

専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
３
０
万
８

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３１
億
４
６
７
７
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
特
別
交
付
税
の
交

付
額
決
定
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
の
減
が
主
な
も
の
で
す
。 

 
 

   

◆
鹿
部
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て 

 

平
成
30
年
３
月
３１
日
公
布
、 

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
地 

     

方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う 

鹿
部
町
税
条
例
の
一
部
改
正
で 

す
。 

 

◆
鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

平
成
30
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
に
基
づ
き
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

   

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て 

 

平
成
30
年
６
月
30
日
を
も

っ
て
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
期

間
が
満
了
と
な
る
、
滝
野
幸
子

氏
（
字
宮
浜
３８
番
地
1
）
に

つ
い
て
、
満
場
一
致
で
適
任
と

し
て
答
申
し
ま
し
た
。 

  

【
以
上
４
件
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
】 

  

   

◇
平
成
３０
年
第
２
回
議
員
全 

 

員
協
議
会 

・
開
催
月
日 

 

平
成
３０
年
５
月
２３
日 

・
内
容 

○
地
熱
発
電
開
発
に
係
る
ヒ
ー

ト
ホ
ー
ル
調
査
の
同
意
に
つ
い

て 

 

調
査
予
定
の
３
地
点
で
地
熱

の
有
望
地
域
の
更
な
る
絞
り
込

み
を
行
い
、
地
熱
発
電
所
建
設

に
最
適
な
掘
削
地
点
の
検
討
を

行
う
た
め
、
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ル
調

査
を
実
施
し
た
い
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。 

 
 ○

鹿
部
町
に
お
け
る
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
の
保
育
事
業
に
つ
い

て 

だ
れ
も
が
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
ら
れ
る
地
域
の
実
現

を
目
指
し
、
保
育
環
境
の
整
備

に
向
け
て
町
長
や
教
育
委
員
会

と
複
数
回
に
わ
た
り
協
議
を
重

ね
具
体
的
な
環
境
整
備
案
を
作

成
し
た
。
６
月
定
例
議
会
に
お

い
て
、こ
の
事
業
に
係
る
条
例
、

補
正
予
算
等
を
上
程
し
了
承
が

得
ら
れ
れ
ば
、
事
業
を
実
施
し

た
い
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

 

  
 

 
 

 

７
月
３
日
、
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。 

 

今
年
は
歴
史
家
・
作
家
の
加

来
耕
三
氏
、
日
本
大
学
法
学
部

教
授
の
岩
井
奉
信
氏
を
講
師
に

招
き
、「
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

年
現
在
そ
し
て
未
来
を
考
え

る
」「
現
代
日
本
政
治
と
政
局
の

ゆ
く
え
」
と
題
し
て
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。 

 

研
修
に
は
全
道
の
町
村
議
会

議
員
が
出
席
し
、
長
時
間
に
わ

た
る
講
演
に
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。 

               

                                  

条 
 
 

例 

承 
 
 

認 

諮 
 
 

問 

～ 

臨 

時 

会 

～ 
 

～
議
員
全
員
協
議
会
～ 

～
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員
研
修
会
～ 

（７） 



         

◇
民
生
文
教
構
成
委
員 

 

委 

員 

長 

船
橋 

敦
子 

 

副
委
員
長 

髙
橋 

茂
夫 

 

委 
 

員 

佐
藤 

頼
幸 

 

委 
 

員 

千
葉 

光
義 

委 
 

員 

中
川 

 

一 

◇
調
査
年
月
日 

 

平
成
３０
年
５
月
１１
日 

◇
調
査
方
法 

 

担
当
課
よ
り
関
係
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。 

◇
調
査
結
果 

■
し
か
べ
幼
稚
園 

 

園
児
数
は
、
平
成
３０
年
４
月

１
日
現
在
６８
名
（
男
子
２９
名
、

女
子
３９
名
）
で
教
員
数
は
、
園

長
１
名
、
係
長
１
名
、
教
諭
５

名
、
補
助
教
諭
２
名
、
産
休
代

替
教
諭
１
名
、
準
職
員
１
名
の

計
１
１
名
と
な
っ
て
い
る
。 

 

・
教
室
の
使
用
状
況 

教
室
は
全
部
で
６
教
室
あ
り
、

普
通
教
室
と
し
て
３
教
室
使
用

し
、
空
き
教
室
は
３
教
室
と
な

っ
て
い
る
。
空
き
教
室
は
、
預

か
り
保
育
、
特
別
支
援
教
室
及

び
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活

用
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の
１
教

室
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
実
施

を
検
討
し
て
い
る
０
歳
か
ら
の

預
か
り
保
育
場
所
と
し
て
使
用

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

            

■
鹿
部
中
学
校 

 

生
徒
数
は
、
平
成
３０
年
４
月

１
日
現
在
８６
名
（
男
子
４０
名

女
子
４６
名
で
教
員
数
は
、
校
長

１
名
、
教
頭
１
名
、
教
諭
１０
名
、

事
務
職
員
１
名
の
計
１３
名
と

な
っ
て
い
る
。 

 

・
教
室
の
使
用
状
況 

 

教
室
は
全
部
で
１０
教
室
あ

り
、
普
通
教
室
と
し
て
３
教
室
、

特
別
支
援
学
級
に
２
教
室
を
使

用
し
て
い
る
。
空
き
教
室
と
な

っ
て
い
る
５
教
室
は
、
生
徒
会

室
、
男
女
更
衣
室
、
委
員
会
活

動
等
を
行
う
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
べ
幼
稚
園
及
び
鹿
部
中

学
校
の
空
き
教
室
に
つ
い
て
は
、

創
意
工
夫
さ
れ
多
目
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い

て
は
、
携
帯
電
話
の
使
用
に
関

す
る
取
決
め
を
生
徒
会
が
自
主

的
に
考
え
掲
示
物
を
作
成
す
る

な
ど
学
力
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
等
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、

平
成
２９
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
で
は
、
全
道

の
平
均
値
を
下
回
る
項
目
が
多

い
状
況
に
あ
る
た
め
引
き
続
き

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

分
析
を
行
い
問
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
基
礎
学
力
の
定
着
に
向

け
た
少
人
数
学
習
や
放
課
後
サ

ポ
ー
ト
学
習
、
更
に
は
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た

夏
休
み
・
冬
休
み
の
サ
ポ
ー
ト

学
習
を
実
施
す
る
な
ど
、
生
徒

に
課
題
を
与
え
、
や
る
気
を
起

こ
さ
せ
る
た
め
の
学
習
指
導
の

工
夫
と
改
善
を
望
む
も
の
で
あ

る
。 

  

                                  

                                  
～民生文教常任委員会所管事務調査～ 

 

しかべ幼稚園を訪問した際にたくさ

んの園児にご挨拶いただきました。 

皆さんとても元気なご挨拶ありがと

うございます。 

～
委

員

会

の

活

動
～ 

 

し
か
べ
幼
稚
園
及
び
鹿
部 

中
学
校
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。 

（８） 



                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

平成３０年５月～平成３０年７月 本会議及び各委員会等の出席状況 

 

 

（○は出席、×は欠席、△は遅刻・早退、―は該当なし） 

会   議 

髙
橋 

茂
夫 

吉 
 

英
樹 

千
葉 

光
義 

野
田 

重
毅 

船
橋 

敦
子 

中
川 

 

一 

浦 
 

梅
吉 

佐
藤 

頼
幸 

三
谷
百
十
樹 

川
村 

裕
司 

民生文教常任委員会所産事務調査（5/11） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― 

平成３０年第２回議員全員協議会（5/23） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議会運営委員会（6/5） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― 

平成３０年第２回定例会（１日目、6/8） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

総務経済常任委員会（6/8） ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○ 

民生文教常任委員会（6/8） ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― 

議会運営委員会（議会だより編集 7/12） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ― 

総務経済常任委員会（7/25） ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○ 

民生文教常任委員会（7/26） ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― 

平成３０年第３回議員全員協議会（7/26） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

（９） 

～
委

員

会

の

活

動
～ 

～民生文教常任委員会所管事務調査～ 

 

鹿部中学校では生徒会が中心となり、携

帯電話の使用時間を決めるなど自主的

に様々な取り組みを行っており、生徒の

頑張りが感じられた視察となりました。 



                                  

                   

 

 
11 日 民生文教常任委員会所管事務調査（全委員） 

14 日 渡島廃棄物処理広域連合会議臨時会 

                  （関係議員） 

22 日 鹿部中学校体育祭       （全議員）   

22 日  渡島総合開発期成会総会          （議長） 

23 日 議員全員協議会        （全議員） 

 

 
1 日 第１回社会福祉法人渡島福祉会理事会  

                 （関係議員） 

2 日 鹿部小学校運動会       （全議員） 

5 日 議会運営委員会    （全委員及び議長） 

8 日 第２回定例会             （全議員） 

12～13 日 北海道町村議会議長会定期総会（議長） 

 

 

3～4 日 北海道町村議会議長会主催議員研修会         

（全議員） 

10 日 渡島地域政策懇談会   （議長及び副議長） 

11 日 士幌町議会視察受け入れ      (議長) 

12 日 議会運営委員会         （全委員） 

25 日 総務経済常任委員会所管事務調査 （全委員） 

26 日 民生文教常任委員会所管事務調査 （全委員） 

議員全員協議会          （全議員） 

 

５月 ７月 

６月 

次回の定例会は、 
９月上旬に 

開催される予定です。 

～傍聴手続きは簡単です～ 
傍聴席の入り口にある傍聴人名簿
に住所と氏名を記入するだけです。 

 

（１０） 


